
ORC-C証書 ORC-I証書*2

新規申し込み ¥27,000 ¥43,000

更新（年度毎）*1 ¥23,000 ¥33,000

修正・変更（オーナー変更含む） ¥18,000 ¥28,000

2枚目の証書（ワンレガッタ証書／ダブルハンド証書のみ変更） ¥12,000 ¥12,000

ダブルハンド証書

証書試算 ¥10,000 ¥10,000

他艇の証書のコピー

パフォーマンス証書 7,000 レーティング証書に含む

スタビリティーデータシート 7,000 レーティング証書に含む

オフセットファイル作成*3

オフセットファイル部分修正（１件）*4

2026年
ORCレーティング料金表

基本\7,000

*1：更新時に 修正・変更等を合わせて行う場合、修正・変更の費用は掛りません。
*2：ORC-I証書発行には　別途計測員の計測料金が必要となります。
*3：新規申し込みでハルのオフセットファイルがない場合、新規料金と別途、オフセットファイル作成費
　　が必要になります。
*4：ハル、キール、ラダーに部分変更があった場合、変更料金と別途、オフセットファイル部分修正費が
　　必要になります。
*5：証書の発行（試算を含む）は、ＪＳＡＦ外洋計測委員会事務局より、電子ファイル（PDF)のORC証書
　　がメールで配信されます。
*6:ＯＲＣに関する請求書は 発行の際に JSAF外洋計測委員会事務局よりＯＲＣ証書と共にメールで配
　　信されます。
*7：外国為替の変動により、この料金表は、年度中に変更される場合があります。
*8：過去に取得した証書の料金が未払いの場合には 証書の申し込みをしても支払いがあるまで発行
　　が止まります。
ORCセーラーサービス： https://www.orc.org/index.asp?id=1

ORCセーラーサービス利用案内

基本\20,000 

料金(10％消費税含む)
証書発行種別

スタンダード証書と同一計測データの証書は無料発行
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IMS計測実施料　

World leader in Rating Technology

keisoku 

項目 料金 備考

リグ計測（フル計測） ￥2,200ｘLOA マスト重量計測を含む

プロペラ（フル計測） ¥5,000

ORC-I

フローテイション \1,000 x LOA 計測ポイント設定を含む

インクライニング \1,300 x LOA

インベントリーリスト作成 \1,100 x LOA 重量物位置

リグ2　P,IG,ISP,BAS 1ヶ所  ¥2,000 BAS以外でマストに登らない場合はリグ1と同じ

リグ3　MDL,MDT,GO,TL,SDなど 1ヶ所 　¥500 マストに登る場合はリグ2と同じ

リグおよびプロペラ計測 \1,100 x LOA 最低必要項目全て

部分計測

フローテイション \500 x LOA 計測ポイント設定済みの艇

リグ1　E,J,SFJ,SPL,TPS, 1ヶ所  ¥1,000

その他 1ヶ所　￥500 Hull,Rig,など計測状態チェック項目、インベントリー個別

セール計測

メインセール 1枚　￥660 x LOA

マスト重量計測 \1,900 x LOA

プロペラ 1ヶ所 ￥1,000

Sail インプットシート作成 ¥3,300 セールdxtファイル制作も同じ

ハル計測

フル計測（レーザー計測） 実費　 お問い合わせ下さい。レーザー計測費は20万円～

*別途、OFFSETファイル作成費（¥20000）が必要

ヘッドセール 1枚　￥990 x LOA

スピン　（Asym.、Sym.） 1枚　￥330 x LOA

アペンデージ（キール、ラダーなど） 実費　 *別途、OFFSETファイル作成費（¥7000／箇所）

申告書など作成

ORC-I証書新規申告書 ¥8,000 IMSエディター　dxtファイル

ORC-C証書新規申告書 ¥6,000

ORC-I/

　ORC-C

移動時間手当、待機時間費用 ¥3,000 x 時間

計測員、必要経費 実費 宿泊費、高速料金、駐車場代、電車など交通費、など

エクセルシート

変更など ¥4,000 エクセルシート

諸費用

時間外手当（17時～9時） ¥2,000 x 時間

フローテイション計測、インクライニング計測、マストに登る計測、などについては艇の大きさに応じてオーナーサイドからの

補助員が必要となります。

天候などの計測コンディション不良や不測の事態により計測員が計測場所に到着後、計測が延期またはキャンセルになった場

合、待機時間手当、移動手当、交通費等の経費が請求されます。

計測がオーナーの都合により当日キャンセルされても、計測員が現地に来てしまった場合は、移動時間手当、交通費等の基本的

な経費が発生します。 （計測員は事前に計測時間をオーナーサイドと打ち合わせします。）

LOA9M以下は9Mとして計算します。

注意事項

艇を計測状態に準備することは、ルールに定められたオーナーの責任です。

（艇の上下架、マスト倒し起こし、液体類の排除、などの作業はオーナーサイドの責任で行って下さい）

計測員が現地に着いてから、艇が計測状態になるまでの待機時間は待機時間費用として加算されます。

（艇の上下架、マスト倒し起こし、コンディション不良、などの待ち時間を含む）

ORCメジャラーによる計測は、状況に応じて計測員、計測補助員等の数は変化しますが 請求金額は固定です。
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その他費用および補足事項

クレーン費用、上下架費用、船台使用料、借用料、桟橋係留費用などのマリーナ施設使用に関する費用は、計測を受ける艇の負

担です。直接マリーナ等にお支払い下さい。

Club証書：　風速8kt以下、波高3cm以下

International証書：　風速5kt以下、波高2cm以下

海面にウネリがあり艇の揺れが止まらない場合も計測できません。

雨天やデッキが濡れていては計測できません。

計測可能か？計測出来ないかの判断は、計測員が判断します。

延期され待機した場合、1 日に付き（日を跨ぐ毎に） 1 人￥15,000 を標準とします。

交通費・宿泊費は実費とします。拘束される旅行時間については、1 時間あたり￥2,500 を標準とします。

移動距離により 高速代金、ガソリン代 1 Km あたり 15 円）請求されます。

申請者が ORC計測員、レーティングオフィス等に申告書やdxtファイルなどの記載を依頼した場合、一件に付き¥5,000 の費用が

必要になります。

全くの新規の艇、ハルやアペンテージを改造し新規のハルデータ（OFFファイル）の製作が必要となります。計測方法や費用な

どは、艇によって変わります。お問い合わせ下さい。

フローテイションの計測コンディションは、以下を指針とします。


